
日高市公式アプリ終了のお知らせ

　市公式アプリ「ひだか知っ得情報アプリ」は、４
月30日（日）をもって、機種変更を含む新規ダウン
ロードができなくなる場合があります。現在ダウン
ロードしている人は、令和６年３月31日（日）まで
利用できます。なお、７月１日（土）から、LINEで
より便利なサービスが使えるようになる予定です。
問い合わせ　市政情報課広報・市政情報担当
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　朗読ボランティアグループ「日高もくせ
いの会」の皆さんのご協力により、「声の
広報ひだか」を発行しています。市ホーム
ページから聞くことができるほか、デイ
ジー版CDを貸し出しています。詳しくは、
日高市社会福祉協議会☎985－9100、ま
たは市立図書館☎985－5121へご連絡く
ださい。

今月の表紙

　ランナーの力走が、まさに新年度に向けてアクセ
ル全開のように感じられる大会でした。�

（市民カメラマン　大河原保夫さん撮影）

日高市役所
〒350－1292　日高市大字南平沢1020番地
�042－989－2111
�042－989－2316

開庁時間　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
延長窓口　�市民課・保険年金課・子育て応援課・

収税課・税務課の一部業務
　　　　　毎週火曜日　午後７時まで
　　　　　（祝日を除く）
市税臨時収納窓口　収税課
　　　　　４月30日（日）
　　　　　午前８時30分～正午
臨時窓口（一部業務）　４月２日（日）
※詳しくは広報ひだか３月号をご覧ください。
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市公式SNS

今月の納税 
今月が納期限の税金はありません

　広報ひだか４月号に掲載している情報は３月22日現
在のものです。詳しくは、各記事の問い合わせ先にご確
認ください。
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日高市　電子申請 検索

■便利な電子申請をご利用ください
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学校施設
　これまでの小学校を改修し、統合後
の学校施設として使用します。
校歌
　武蔵台地区学校運営協議会を中心に、
学校・保護者・地域で検討した結果、
これまでの小学校の校歌を使用するこ
ととなりました。

　義務教育学校は、小学校と中学校の教育課程（義務教育）を一貫して行う学校のことで、平成28年４月施行の改正
学校教育法に基づき、新たな学校種として位置付けられました。
〇修業年限は９年（前期課程６年、後期課程３年）で、学年の呼び方は１年生から９年生となります。
〇校長は１人、教頭・養護教諭・事務職員は２人ずつ配置されます。
〇教職員は小学校と中学校それぞれの定数が配置されるため、人数に変動はありません。
〇教員は小学校と中学校両方の教員免許を併有します。※当面は併有しなくても可

教育的効果
〇�小学校から中学校への滑らかな移行を促し、いわゆる「小中ギャップ」と呼ばれる学校不適応の緩和や解消が期
待できます。
〇�異学年交流が盛んに行われ、上級生は下級生に対する思いやりの心や規範意識を、下級生は上級生に対する憧れ
の感情を持つことで、精神的な発達や社会性の醸成が期待できます。
〇�教員が相互に協力しながら学習指導や生活指導に臨むことが可能となり、教員同士の一体感が高まり、個々の業
務負担の軽減が期待できます。

　現在、高根地区と高麗地区についても、義務教育学校の設置に向けた準備を進めており、高根地区は令和６年度、高
麗地区は令和７年度の開校を予定しています。

義務教育学校「武蔵台小中学校」開校！

　市では、小中一貫教育の推進に取り組んでいます。その１つとして、武蔵台小学校と武蔵台中学校を統合し、
４月１日に義務教育学校「武蔵台小中学校」を開校しました。 問い合わせ　学校教育課学務担当

義務教育学校とは…

災 害 時 の 避 難 場 所
　旧武蔵台中学校体育館は避難
所に指定しています。跡地の活
用方法が決まるまでの間、災害
時には引き続き避難所として使
用します。
問い合わせ
　�危機管理課防災・消防担当

校章
　児童生徒をはじめ、保護者や地域の皆さん、卒業生など幅広く校章デザインを公募した結果、昨年度の中学
校３年生（茂木真尋さん）のデザインが新たな校章に採用されました。
　武蔵台の「ｍ」のもと、小学校と中学校が一つに結ばれるというイ
メージで、それぞれが協力し、素晴らしい学校をつくっていくという
意味が込められています。元々、小学校の校章に使われていたカタバ
ミの葉をモチーフに、葉の色を塗り分け、「緑色」が小学校、「青色」
が中学校を表しています。また、本来は三つ葉のカタバミの葉を四つ
葉とし、下葉の部分に文字を入れないことで、地域社会（Community）
の「Ｃ」や、保護者（Parent）の「Ｐ」など、学校活動にさまざまな要
素が関係していることを表現しています。
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